
令和6年度第2回　宗像市市民文化・芸術活動審議会議事録
	日　　　　時
	令和6年6月27日（木）　9:30～12:30

	会　　　　場
	宗像市役所103A会議室(補助金申請者控室：本館101会議室)

	出席者
	委　員
	■原　■大澤　■吉田　■秦　■牟田
□境　■福間　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	
	事務局
	■大塚　■萩野　■髙尾　■井上　


高尾：今年は5団体から補助金の申請があり、予算額を超えている状況。補助金を全団体に按分すると申請額の７割程度の補助金しか支給できないため、事業を中止する団体もあると想定している。そのため、審査結果を反映させて、１位は満額、最下位は不採択とさせていただきたい。今年は、評価項目に「1点 補助対象として適切だが課題がある」を付け加えて、より明確に結果が出るように変更した。また、審議委員の櫻木さんは体調不良で、審議委員を辞退したいとの申し出があった。事務局は、櫻木さんのご意向に従い、辞退届を受け取った。任期満了までは、今のメンバーで審議会を開催していく。　

福間：申請者には、補助金の予算額は知らせているのか。

高尾：予算額は知らせていないが、申請額が予算を超えているため、採択できない場合や申請額から減額になる場合もある旨は伝えている。
秦：申請額が予算を超えているならば、予算をもう少し削ることができたと申出る団体もいるのではないか。

高尾：これまで、事前にそのような申し出がなかった。審査の結果、補助金が減額となり、予算を削減する・会場を変えるなどして対応いただいた。

牟田：予算書の中身が漠然としていてわからない。

大澤：それも踏まえて不明点は、申請団体に聞くのが良い。

高尾：申請書は予算であり、事業終了後に決算書を提出していただく。

原：要綱に応募者が多数の場合は、不採択になる可能性があることを記載していた方が良い。

～　団体①のプレゼン　～

大澤：事業の目的が3つある中で、「幼児期の発達における情報教育の強化」とあるが、0歳からの乳幼児の本人だけでなく、親子が外に出るきっかけや親子の交流の場になると思うが、事業内容で意識している点はあるか。

団体①：様々な場所に行き、たくさんの人にヒアリングをおこない意見をいただきながら、世代を広めて楽しめるようなプログラムを構成していきたいと考えている。
秦：10月の事業から４月の自主事業の参加者が増加した要因はなにか。

団体①：10月の事業でお客様にアンケートをとり、意見を聞く中で、イベント中の赤ちゃんの大変さを理解できていないことに気づいた。4月の自主事業では、マットを引き、地べたに座ってリラックスした状態で音楽を聴けることをアピールし、聴きやすい環境を整えた。また、親子体操・親子ヨガのプログラムを入れたことや音楽のジャンルを変更したことが大きな要因。

秦：絵本は、拡大して映し出すのか。

団体①：大きな絵本をプロジェクターに映し出す予定。

牟田：旅費の交通費は1回分か。

団体①：大きな楽器や荷物があるため家で練習することができない。そのため、スタジオを借りて練習必要がある。この旅費は練習・本番込の金額である。

牟田：前回、チラシを作られていたが、子育て関係で活動しているコミュニティに行き届いていなかった。今後は、行政と相談して、子育てサロンを活用したほうが良い。

福間：期待される効果に記載があるが、去年、実施して期待したどおり効果があった・なかったなど結果を教えてほしい。

団体①：演奏会に来たことがないというお客様も２回目も参加してくれた。また、宗像ユリックスの親子向け演奏会のイベントにも足を運ぶようになったという言葉をいただけた。私たちが期待していた成果は実現できたと思っている。

秦：自主企画も参加料は500円か。

団体①：自主企画は２部制で、１部は500円、２部は小・中学生向けのため1,000円で実施した。

吉田：昨年度の報告書に開始時間の設定を再考するとあるが、開始時間は11時からが良いのか。

団体①：お子様が複数いる保護者から10時半開始は少し早いと意見をいただいたことがあり、11時開始とする予定。

吉田：宣伝方法は何か。

団体①：SNSを中心に宣伝し、チラシや来ていただいた方にSNSのQRコードを載せたハガキを配布している。今年度は、宗像市のコミュニティも含め、宣伝していきたいと考えている。

原：チラシを配布する際には、事前にアポイントを取ることが大切だと思う。

～　団体②プレゼン　～　
吉田：前回の企画の際、大島はアクセスが心配だという話をしたが、実施してみて、大島にも人が集まり、大成功だったということか。

団体②：今回のイベント告知は、SNSよりも口コミが大きかった。今後2年間で、イベントについて発信していき、第２回はより多くの方に宗像に美しい島があるということを知っていただくことでイベントも成功だったと思う。

牟田：2026年に第2回を実施される際、宗像市文化芸術活動事業補助金が使えないが、資金面は問題ないか。

団体②：企業協賛をいただけるように活動していく。また、企業の財団からの補助金や県の補助金の申請も検討している。

牟田：赤間宿の街並みが年々変化しているが、この際、アートの赤間宿ということで、毎月イベントを実施するなど検討されているか。

団体②：毎月実施することはかなりの負担であり、地域住民の賛同が必要になるため難しい。ただ、芸術祭によって、赤間宿の存在を知っていただき、赤間宿で個展をやりたいという作家が増えるように繋いでいきたい。

大澤：2026年に向けて、何か新たなアクションがあるといいなと感じた。

団体②：今年度は、自分自身がより宗像の歴史・文化を知り、それに興味がある方に参加していただく。そうすることで、より良い宗像を発信していけると考える。

福間：改善点に予算が足りずに会場案内のサイン等が不十分だったこと、事業規模に対して、実行委員会、ボランティアの人手不足だったことと記載があるが、次回どのように改善するのか。

団体②：次回開催の2026年に向け、今年度中にサインを作成したり、協賛金について早めに動いたり2年半かけて、第1回足りなかったことを埋めていく。

福間：ボランティアはどのような人たちが集まったのか。

団体②：ほとんどが実行委員会の知り合いに声掛けをして来ていただいた。

原：ボランティアの年齢層はどうか。

団体②：40・50歳代が多く、若い方は福岡教育大生やボランティアセンターから参加してくれた。

牟田：視察費用を記載しているが、どこに視察したのか。

団体②：彫刻の展示が続いている宇部市には必ず行きたい。

秦：期待される効果に記載のある「宗像の精神性を再発見した市民による地域活性化」というよりは、市民がアートに触れることの楽しさや喜びを味わい、その後どう変化していくかということを視点に入れていただきたい。

～　団体③プレゼン　～　

吉田：絵本の話は何歳から理解ができる内容か。また、何歳を対象に考えているか。

団体③：未就学児もわかる内容にしており、年齢制限は設けていない。

秦：事業の目的に記載がある「次回のテーマのヒントとする」ということは、第1回目の会場での得たことを第2回目の会場で活かすということか。

団体③：そうである。前回の反省点を活かし、回数を増やして実施する。

秦：60分の企画の中で、何作品読んで、パフォーマンスは何分間か。

団体③：読みながらパフォーマンスし、同時進行で行う。

大澤：会場の中で、席が遠い人もいると思うが、絵本は投影されるのか。

団体③：絵本をデータ化し、プロジェクターに映す。

原：前回のイベントを実施した際は、60分の中で休憩はとったのか。お客様の人数は何人か。

団体③：休憩はとっていない。お客様は80人くらい。

牟田： 9・10・11月はコミュニティセンターで他のイベントも多く行われるため、使用できるか確認が必要である。

団体③：イベントの開催日や他の施設も検討する。

～　団体④プレゼン　～　

大澤：実行委員会の構成、収入面の構造・映画の製作費の資金調達を教えていただきたい。また、説明があった宗像市のふるさと納税にどのように貢献できるのか。

団体④：実行員会の構成は、自身の会社と協力してくれる民間企業、撮影した都市の自治体からの資金で成り立っている。収入面は、自治体の補助金や、スポンサー企業からの支援、自腹など製作映画ごとに異なる。ふるさとの納税の収益の一部を映画に使えるような構造をつくり、映画を作成していきたいと考えている。

大澤：宗像市のふるさと納税はこれで効果があるのか。映画を作成した都市以外で、上映したときにふるさと納税に効果があるのか。

団体④：直接効果があるわけではないが、タレントを起用しながら都市の宣伝効果が見込めると考える。

牟田：経費と書いてあるのは自己資金か。

団体④：自己資金や自治体の補助金を活用している。

秦：宗像市民にとって、この映画祭を行うことで文化芸術の視点のメリットはどのように考えているか。

団体④：知らなかった観光地、物産、文化遺産と触れ合うことができる。

～　団体⑤プレゼン　～　
大澤：いつから活動しているのか。

団体⑤：10年以上前から活動している。

大澤：今回、ツアーということだが、ほかの地域はどこを回るのか。

団体⑤：知り合いを通じて、九州の各地を回っている。

大澤：宗像で集客のエリアでバッティングしそうなところはあるか。

団体⑤：ないと思う。　　
牟田：赤間館に100人は入らないと思う。

団体⑤：午前の部・午後の部の２部制での開催や噺家さんの組み合わせを検討し、赤間館での実施を検討している。４人の噺家さんで約2時間かかるため、場所の選定基準として、時間の拘束が可能な場所になる。

原：学校現場で開催されたことはあるか。

団体⑤：まだない。今後、実現させてみたいとは考えている。　
秦：夏休み中の開催なので、親子で聴きに行くことができるが、大人・子どもとも1,000円同額なのか。

団体⑤：大人と子供で金額に差をつけ、親子ペアチケットをつくるなど検討している。

吉田：予算の支出ついて確認したいが、報償費の適用に噺家8名と記載があるが、下座音楽をする人の報償費はないのか。

団体⑤：予算の中で出すのは難しいが、何名噺家さんが来てくれるかによって変わる。お気持ちお渡ししたいと考えている。

福間：話す内容が宗像をアピールする内容であれば補助金の目的にあうと思う。

団体⑤：噺家さん自身で下調べをしていただけたり、私たちとの事前の打ち合わせで依頼をしたり、宗像をアピールできると思う。
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